
平
成
二
十
八
年
度

日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会

・
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
研
究
発
表
要
旨

・
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
趣
意
文

期
日　

十
一
月
十
二
日（
土
）・
十
三
日（
日
）・
十
四
日（
月
）

会
場　

信
州
大
学
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス

（
人
文
学
部
講
義
棟
・
人
文
学
部
経
法
学
部
講
義
棟
）

〒
390 –  

8621　

長
野
県
松
本
市
旭
三
―
一
―
一

一
、
出
欠
の
葉
書
を
十
月
十
四
日（
金
）必
着
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。
欠
席
の
場
合
も
、

名
簿
台
帳
の
資
料
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
出
張
依
頼
状
を
御
入
用
の
方
は
、
職
名
・
提
出
先
及
び
期
間
を
明
記
の
上
、
学

会
事
務
局
（
学
習
院
大
学
文
学
部
）
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

一
、
大
会
経
費
は
、
参
加
費
千
円
、
懇
親
会
費
六
千
円
で
す
。

一
、
送
金
は
同
封
の
振
替
用
紙
（
口
座
番
号
〇
〇
五
五
〇
─
八
─
一
〇
二
七
一
六
、

口
座
名
「
日
本
近
世
文
学
会
秋
季
信
州
大
学
大
会
」）
で
、
十
月
十
四
日
（
金
）

ま
で
に
振
り
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
振
替
用
紙
に
は
、
必
ず
内

訳
を
御
記
入
く
だ
さ
い
。
参
加
費
の
み
の
方
は
、当
日
会
場
で
も
申
し
受
け
ま
す
。

一
、
大
会
二
日
目
（
十
一
月
十
三
日
）
日
曜
日
の
昼
食
に
弁
当
（
千
円
）
を
用
意
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
同
封
の
振
替
用
紙
で
ご
送
金
く
だ
さ
い
。

一
、
大
会
に
不
参
加
で
、
発
表
資
料
を
ご
希
望
の
方
は
、
出
欠
葉
書
の
当
該
欄
に
御

記
入
の
上
、
同
封
の
振
替
用
紙
に
て
、
資
料
請
求
代
千
円
を
払
い
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
大
会
終
了
後
、
資
料
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

一
、
三
日
目
（
十
一
月
十
四
日
）
の
文
学
実
地
踏
査
は
、特
に
専
用
貸
切
バ
ス
等
の
用
意 

は
い
た
し
ま
せ
ん
。
資
料
を
用
意
い
た
し
ま
す
の
で
、
各
自
・
各
グ
ル
ー
プ
で

お
回
り
く
だ
さ
い
。

一
、
同
封
の
振
替
用
紙
に
よ
る
年
会
費
の
振
り
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
年
会
費
の
振

込
用
紙
は
『
近
世
文
藝
』
の
末
尾
に
綴
じ
込
ん
で
い
ま
す
。

一
、
宿
泊
等
に
つ
い
て
は
、
各
自
、
早
め
に
ご
手
配
く
だ
さ
い
。

一
、
会
場
受
付
に
て
「
託
児
料
金
補
助
申
請
書
」
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
該
当
す
る

会
員
の
方
は
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

一
、
お
急
ぎ
の
御
用
は
左
記
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
本
近
世
文
学
会
秋
季
信
州
大
学
大
会
事
務
局

信
州
大
学
人
文
学
部
研
究
棟　

速
水
香
織
研
究
室

　
　
　

〒
390 –  
8621　

長
野
県
松
本
市
旭
三
―
一
―
一

電
話　

〇
二
六
三
―
三
七
―
二
二
七
八
（
直
通
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

khayam
i@

shinshu-u.ac.jp



日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
の
ご
案
内

会
員
の
皆
様
に
は
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
二
十
八
年
度
秋
季
大
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

【
会
　
場
】
信
州
大
学
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス

【
行
　
事
】

第
一
日
　
十
一
月
十
二
日
（
土
）

委
員
会
（
一
二
・
二
〇
〜
一
三
・
四
〇
）

委
員
会
会
場
　
人
文
学
部
経
法
学
部
講
義
棟
六
階
人
文
学
部
大
会
議
室

大
会
受
付
（
一
三
・
〇
〇
）

開
会
時
間
（
一
四
・
〇
〇
）

研
究
発
表
会
（
一
四
・
一
〇
〜
一
六
・
三
〇
）

研
究
発
表
会
会
場
　
人
文
学
部
経
法
学
部
講
義
棟
一
階
第
一
講
義
室

1　
『
伊
曽
保
物
語
』
版
本
系
統
の
再
検
討
―
（
Ｂ
）
系
統
版
本
の
本
文
比
較
を
中
心
に
―	

東
京
大
学
（
院
）　

李　
　
　

澤　

珍

2　

芭
蕉
と
牡
丹	

中
部
大
学　

岡　

本　
　
　

聡

3　

家
集
を
出
版
す
る
こ
と
―
賀
茂
季
鷹
『
雲
錦
翁
家
集
』
を
巡
っ
て
―	

大
手
前
大
学　

盛　

田　

帝　

子

4　

三
藐
院
近
衛
信
尹
筆
渡
唐
天
神
像
に
つ
い
て	

京
都
女
子
大
学　

大　

谷　

俊　

太

懇
　
親
　
会
（
一
八
・
〇
〇
〜
二
〇
・
〇
〇
）

懇
親
会
会
場
　
深
志
神
社
梅
風
閣
　
三
階
「
飛
梅
の
間
」

〒
390 –  

0815  

長
野
県
松
本
市
深
志
三
―
七
―
四
三

　
　
電
話  

〇
二
六
三
―
三
二
―
六
三
一
〇

日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
会
場
校
代
表　

速
　
水
　
香
　
織

日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
代
表　

鈴
　
木
　
健
　
一

〔
事
務
局
連
絡
先
〕

〒
171 –  

8588　

東
京
都
豊
島
区
目
白
一
─
五
─
一

学
習
院
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科　

　
　
　
　

鈴
木
健
一
研
究
室

電　

話　

〇
三
─
五
九
〇
四
─
九
二
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
─
五
九
九
二
─
九
三
一
七

e-m
ail  info@

kinseibungakukai.com
 



第
二
日
　
十
一
月
十
三
日
（
日
）

大
会
受
付
（
九
・
三
〇
）

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
（
一
〇
・
〇
〇
〜
一
二
・
一
〇
）

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
会
場
　
人
文
学
部
講
義
棟
二
階
第
一
・
二
・
三
講
義
室
（
各
部
屋
の
割
当
は
会
場
に
て
御
確
認
く
だ
さ
い
）

Ａ　

近
世
文
学
研
究
の
黎
明　
　
　
　
　

 

井
上　

泰
至
（
司
会
）、
木
越　

治
、
池
澤　

一
郎
、
高
橋　

圭
一
、
浅
田　

徹

Ｂ　

世
話
・
人
情
話
・
メ
ロ
ド
ラ
マ　
　
　

 

木
越　

俊
介
（
司
会
）、
今
岡　

謙
太
郎
、
佐
藤　

至
子
、
加
藤　

敦
子
、
板
坂　

耀
子

Ｃ　

朝
鮮
通
信
使
へ
の
新
し
い
視
角
―
宝
暦
使
行
（
江
戸
時
代
、
第
十
一
回
）
を
中
心
に
―

 

染
谷　

智
幸
（
司
会
）、
金　

文
京
、
近
衞　

典
子
、
康　

盛
国

昼
　
休
　
み
（
一
二
・
一
〇
〜
一
三
・
三
〇
）

編
集
委
員
会
会
場
　
人
文
学
部
経
法
学
部
講
義
棟
三
階
三
一
三
演
習
室

研
究
発
表
会
（
一
三
・
三
〇
〜
一
五
・
四
〇
）

研
究
発
表
会
会
場
　
人
文
学
部
経
法
学
部
講
義
棟
一
階
第
一
講
義
室

5　
「
小
三
金
五
郎
物
」
の
変
容
と
特
色
―
江
戸
に
お
け
る
作
品
を
中
心
に
―	

関
西
大
学
（
院
）　

黒　

澤　
　
　

暁

6　
『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』「
狐
の
四
天
王
」
試
論
―
『
狐
の
草
紙
』・
越
後
騒
動
と
の
関
係
か
ら
―	

豊
橋
創
造
大
学　

島　

田　

大　

助

7　
〈
宮
本
武
蔵
も
の
〉
実
録
の
展
開	

愛
知
県
立
大
学　

三　

宅　

宏　

幸

8　

名
古
屋
書
肆
永
楽
屋
東
四
郎
の
出
板	

同
朋
大
学　

服　

部　
　
　

仁

閉
　
　
　
会
（
一
五
・
四
〇
）

第
三
日
　
十
一
月
十
四
日
（
月
）

文
学
実
地
踏
査
　
資
料
を
用
意
い
た
し
ま
す
の
で
、
各
自
・
各
グ
ル
ー
プ
で
お
回
り
く
だ
さ
い
。

図
書
展
示
　
信
州
大
学
蔵
貴
重
書
展

日
時
　
十
一
月
十
一
日
（
金
）
～
二
十
五
日
（
金
）

図
書
館
の
開
館
時
間
中
、
自
由
に
ご
観
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
開
館
情
報
は
信
州
大
学
附
属
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
原
則
と
し
て
、
平
日
八
・
四
五
～
二
二
・
〇
〇
、
土
・
日
・
祝
一
〇
・
〇
〇
～
一
九
・
〇
〇
）

場
所
　
信
州
大
学
附
属
図
書
館
（
中
央
図
書
館
）
一
階
展
示
・
地
域
交
流
コ
ー
ナ
ー



『
伊
曽
保
物
語
』
版
本
系
統
の
再
検
討

―
（
Ｂ
）
系
統
版
本
の
本
文
比
較
を
中
心
に
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
大
学
（
院
）　

李　
　
　

澤　

珍

　
『
伊
曽
保
物
語
』
は
、
慶
長
・
元
和
年
間
の
初
版
本
か
ら
、
寛
永
十
六

年
刊
本
に
い
た
る
ま
で
九
種
の
古
活
字
本
と
、
二
種
の
整
版
本
（
万
治

二
年
絵
入
り
本
と
、
同
じ
本
文
の
無
刊
記
本
）
が
、
現
在
ま
で
伝
わ
っ

て
い
る
。
版
本
全
十
一
種
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
、
無
刊
記
第
一
種
本

か
ら
第
二
・
四
・
七
種
本
の
（
Ａ
）
系
統
と
、
第
五
・
六
種
本
・
寛
永
十
六

年
刊
本
（
二
種
）・
整
版
本
（
二
種
）
の
（
Ｂ
）
系
統
が
存
在
す
る
、
と

い
う
の
が
従
来
の
通
説
的
理
解（
森
田
武『
仮
名
草
子
集
』等
）で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
『
伊
曽
保
物
語
』
諸
版
本
の
本
文
を
厳
密
に
比
較
対
照
し
て

み
る
と
、
従
来
の
（
Ｂ
）
系
統
の
流
れ
、
す
な
わ
ち
第
一
種
→
第
五
・
六

種
本
→
寛
永
十
六
年
刊
本
（
二
種
）
→
整
版
本
（
二
種
）
で
は
、
説
明

し
が
た
い
部
分
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
特
に
従
来
、
寛
永
十
六
年
刊
本

は
、第
五
種
本
に
拠
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
再
検
討
の
結
果
、

寛
永
十
六
年
刊
本
の
本
文
中
に
は
、
第
五
種
本
を
経
由
せ
ず
に
、
第
一

種
本
か
ら
得
た
影
響
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
問
題
は
、
類
似
の
本
文
を
も
つ
第
五
種
本
と
寛
永
十
六
年
刊

本
の
関
係
で
あ
る
が
、
管
見
で
は
、
両
本
に
共
通
の
〈
祖
本
〉
が
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
、
両
本
は
そ
の
〈
祖
本
〉
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー
ト
で

成
立
し
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、（
Ｂ
）

系
統
に
は
、
第
一
種
→
〈
祖
本
〉
→
寛
永
十
六
年
刊
本
→
整
版
本
と
、

第
一
種
→
〈
祖
本
〉
→
第
五
種
本
→
第
六
種
本
の
、
二
つ
の
流
れ
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
発
表
で
は
『
伊
曽
保
物
語
』
諸
版
本
の
本
文

比
較
を
通
し
て
新
た
な
系
統
立
て
を
し
、
そ
の
普
及
と
受
容
の
あ
り
方

を
考
察
し
た
い
。

芭
蕉
と
牡
丹

中
部
大
学　

岡　

本　
　
　

聡

　

槐
市
・
式
之
宛
て
の
元
禄
四
年
九
月
二
十
三
日
付
の
芭
蕉
書
簡
か
ら
、

藤
堂
新
七
郎
良
長
の
為
に
、
芭
蕉
は
牡
丹
の
花
を
去
来
の
兄
を
通
じ
て

探
さ
せ
た
と
い
う
事
が
わ
か
る
。
こ
の
書
簡
に
よ
る
と
、「
茂
安
、
く
ら

は
し
、
な
び
か
」
と
い
う
三
種
類
の
牡
丹
の
上
花
を
藤
堂
良
長
に
献
上

す
る
事
に
な
っ
て
い
た
事
が
窺
え
る
。
そ
の
花
が
用
意
出
来
な
か
っ
た

為
、
他
の
中
花
三
本
を
と
り
あ
え
ず
用
意
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
に
「
じ

ゅ
け
い
」
を
加
え
た
四
種
類
の
牡
丹
の
花
が
具
体
的
に
は
、
芭
蕉
が
藤

堂
良
長
に
献
上
し
た
花
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
牡
丹
名
鑑
で
あ
る
『
牡

丹
名
寄
』(

貞
享
五
年
刊)

に
は
、
三
種
類
は
載
る
も
の
の
「
な
び
か
」

は
名
前
し
か
掲
載
さ
れ
な
い
。『
刊
誤
牡
丹
鑑
』(

元
禄
二
年
刊)

に
は
、

こ
の
四
種
類
全
て
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、『
紫
陽
三
月
記
』(

元
禄
四

年
刊)

に
は
、
こ
れ
ら
が
ど
れ
も
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
珍
し
い
牡
丹
の
品

種
で
あ
る
事
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
藤
堂
良
長
は
芭
蕉
に
珍
し
い

牡
丹
の
上
花
を
集
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
芭
蕉
の
死
後
出

版
さ
れ
た
『
花
壇
地
錦
抄
』(

元
禄
八
年
刊)

に
は
こ
れ
ら
四
種
類
が
す

べ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
計
四
百
九
十
四
種
類
も
の

牡
丹
の
品
種
が
具
体
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
事
が
突
出
し
て
い
る
。
こ

の
本
が
藤
堂
良
長
に
と
っ
て
主
筋
で
あ
る
藤
堂
高
久
の
庭
師
伊
藤
三
之

丞
伊
兵
衛
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
を
考
え
る
時
、
こ
の
芭

蕉
と
藤
堂
良
長
と
の
や
り
と
り
も
意
味
を
持
っ
て
捉
え
ら
れ
る
。
芭
蕉

の
集
め
た
珍
し
い
牡
丹
は
、
藤
堂
良
長
を
通
し
て
藤
堂
高
久
に
献
上
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
発
表
で
は
、
芭
蕉
が
藤
堂
良
長
よ
り
依

頼
を
受
け
て
集
め
た
牡
丹
の
品
種
の
調
査
を
通
し
て
、
芭
蕉
と
藤
堂
家

と
の
関
係
性
を
再
考
し
て
み
た
い
。



家
集
を
出
版
す
る
こ
と
―
賀
茂
季
鷹
『
雲
錦
翁
家
集
』
を

巡
っ
て

大
手
前
大
学　

盛　

田　

帝　

子

　

国
内
外
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
賀
茂
季
鷹
『
雲
錦
翁
家
集
』（
天
保
二
年

序
。
以
下
、
雲
錦
集
）
の
諸
本
調
査
に
よ
れ
ば
、
雲
錦
集
は
初
版
初
刷

が
千
部
で
、そ
の
後
蔵
板
者
を
変
え
な
が
ら
幾
度
も
増
刷
り
さ
れ
、幕
末・

明
治
ま
で
広
く
国
内
で
享
受
さ
れ
た
。
雲
錦
集
の
出
版
は
、
享
和
期
頃

か
ら
京
の
み
な
ら
ず
、
地
方
の
季
鷹
門
人
か
ら
も
熱
望
さ
れ
て
い
た
が
、

長
ら
く
出
版
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
し
た

の
は
、
播
磨
在
住
の
門
人
長
治
祐
義
で
、
天
保
三
年
十
二
月
校
合
を
終

了
し
、
板
木
料
・
家
集
仕
立
て
代
等
を
借
金
し
、
私
財
を
投
じ
て
出
版

し
た
。

　

菅
原
雪
臣
の
雲
錦
集
跋
文
に
よ
れ
ば
、
三
十
年
程
前
（
享
和
一
、二
年

頃
か
）
松
田
直
兄
等
と
共
に
、
季
鷹
の
詠
草
を
収
集
し
て
部
立
に
し
、

読
み
合
わ
せ
を
し
て
序
跋
を
付
け
、
季
鷹
に
出
版
の
伺
い
を
立
て
た
が
、

難
色
を
示
さ
れ
、頓
挫
し
た
と
い
う
。
雲
錦
集
の
出
版
が
難
航
し
た
の
は
、

堂
上
歌
壇
と
地
下
歌
壇
の
バ
ラ
ン
ス
の
変
容
が
可
視
化
さ
れ
て
き
た
享
和

年
間
の
、
季
鷹
の
家
集
出
版
に
対
す
る
意
識
が
原
因
の
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
頃
、
生
前
に
家
集
を
出
版
し
た
堂
上
歌
人
は
い
な
い
。
有
栖
川
宮
家

門
人
と
い
う
堂
上
派
の
歌
人
で
あ
り
な
が
ら
、
地
下
古
学
の
方
法
を
取

り
入
れ
て
い
た
季
鷹
に
と
っ
て
家
集
出
版
に
は
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の

か
。
結
局
、
天
保
年
間
に
雲
錦
集
は
出
版
さ
れ
る
が
、
そ
の
約
三
十
年

の
間
に
、
家
集
出
版
に
対
す
る
季
鷹
の
意
識
の
変
化
が
み
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
編
集
過
程
か
ら
見
え
て
く
る
祐
義
の
雲
錦
集
出
版
の
意
図
や
、
雲

錦
集
が
出
版
さ
れ
た
後
の
季
鷹
の
意
識
に
つ
い
て
も
、
季
鷹
書
き
入
れ
本

雲
錦
集
（
京
都
市
歴
史
資
料
館
山
本
家
文
書
）
な
ど
か
ら
言
及
し
た
い
。

三
藐
院
近
衛
信
尹
筆
渡
唐
天
神
像
に
つ
い
て         

京
都
女
子
大
学　

大　

谷　

俊　

太

　

三
藐
院
近
衛
信
尹
〈
永
禄
八
（
一
五
六
五
）
～
慶
長
一
九
（
一
六
一
四
）〉 

筆
と
伝
え
ら
れ
る
渡
唐
天
神
像
は
、「
天
神
」
の
文
字
で
描
か
れ
た
文
字

絵
と
し
て
の
面
白
さ
と
省
筆
の
瀟
洒
な
筆
致
に
よ
っ
て
親
し
ま
れ
、「
百

幅
天
神
」（『
増
訂
古
画
備
考
』）
と
も
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
、
多
く
の
作
品

が
現
存
す
る
。

　

本
発
表
で
は
、
陽
明
文
庫
一
般
文
書
中
に
伝
わ
る
、
信
尹
筆
天
神
像

の
作
成
が
信
尹
の
夢
に
由
来
す
る
旨
を
記
し
た
菅
家
の
末
裔
、
清
原
秀

賢
自
筆
の
一
紙
を
紹
介
し
、信
尹
の
薩
摩
坊
津
左
遷
（
文
禄
三
～
慶
長
元
）

と
の
関
わ
り
が
推
測
さ
れ
る
ば
か
り
で
定
か
で
は
な
か
っ
た
本
天
神
像

の
成
立
事
情
に
つ
い
て
、
慶
長
十
四
年
九
月
の
成
立
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
明
ら
か
に
す
る
。

　

次
に
、
同
資
料
中
に
、
本
像
と
「
天
神
霊
徳
を
記
す
秘
文
」
と
の
関

わ
り
が
示
唆
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、『
天
神
大
事
（
天
神
秘
伝
）』
な
る

書
に
つ
い
て
合
わ
せ
考
え
る
こ
と
で
、
本
図
像
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を

解
明
し
、
本
作
品
が
多
く
伝
存
す
る
理
由
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
天
神
像
の
讃
と
し
て
は
、
数
種
の
和
歌
あ
る
い
は
漢

詩
句
が
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
天
神
詠
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
画
賛
に
込
め
ら
れ
た
意
味
に
つ
い
て
も
考
察
し
、
当
代
文
化
の
所

産
と
し
て
の
本
天
神
像
の
読
解
を
試
み
る
。



Ａ
　
近
世
文
学
研
究
の
黎
明

司
会
者　
　
　
　
　
　
　
　

防
衛
大
学
校　

井　

上　

泰　

至

発
表
者　
　
　
　
　

金
沢
大
学
名
誉
教
授　

木　

越　
　
　

治

早
稲
田
大
学　

池　

澤　

一　

郎

大
阪
大
谷
大
学　

高　

橋　

圭　

一

お
茶
の
水
女
子
大
学　

浅　

田　
　
　

徹

　　

近
世
文
学
研
究
は
ど
の
よ
う
な
環
境
・
構
想
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も

の
な
の
か
？
こ
の
問
い
か
ら
は
、
今
日
以
下
の
三
つ
の
問
題
意
識
が
浮

か
ん
で
こ
よ
う
。
細
分
化
し
精
緻
に
発
展
し
た
今
日
の
近
世
文
学
研
究

が
失
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
は
何
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
学
問
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
領
域
を
開
拓
し
た
先
人
の
環
境
と
構
想
を
見

直
し
て
み
る
こ
と
は
、
細
分
化
へ
の
対
処
に
何
が
必
要
か
、
そ
の
ヒ
ン

ト
を
与
え
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

　

も
う
一
つ
は
、先
人
も
誤
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、見
落
と
し
て
い
た
も
の
、

あ
る
い
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
何
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
れ

は
単
に
資
料
が
掘
り
起
こ
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
問
題
だ
け
で

は
な
い
。
当
時
の
社
会
情
勢
や
思
考
一
般
に
よ
っ
て
制
約
を
受
け
て
い

た
面
も
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

　

最
後
は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
学
問
の
核
と
な
る
問
題
の
確
認
で

あ
る
。
特
に
近
世
文
学
研
究
の
場
合
は
、
テ
キ
ス
ト
の
整
備
、
お
よ
び

注
釈
と
語
彙
の
研
究
、
テ
キ
ス
ト
の
解
釈
と
カ
ノ
ン
の
形
成
と
い
う
、

古
典
研
究
の
常
道
に
合
わ
せ
て
、
集
書
と
い
う
事
業
が
加
わ
っ
て
く
る
。

そ
の
道
の
り
を
確
認
す
る
こ
と
も
、
こ
の
常
道
を
ど
う
現
代
に
お
い
て

推
し
進
め
て
い
く
か
、
大
事
な
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

　

お
そ
ら
く
、
そ
の
先
に
は
明
治
か
ら
戦
前
ま
で
の
、
国
文
学
研
究
、

特
に
近
世
文
学
研
究
が
ど
う
い
う
社
会
的
要
請
に
答
え
よ
う
と
し
た
の

か
／
し
な
く
な
っ
た
の
か
、
と
い
う
よ
り
大
き
な
問
題
の
地
平
が
あ
り

そ
う
で
あ
る
。

　

が
、
と
も
か
く
、
大
学
の
制
度
の
中
に
あ
っ
て
近
世
文
学
研
究
を
開

拓
し
て
き
た
伝
統
の
あ
る
三
学
統
の
代
表
的
先
人
（
東
大
＝
藤
岡
作
太

郎
〔
木
越
治
報
告
〕、
京
大
＝
潁
原
退
蔵
〔
高
橋
圭
一
報
告
〕、
早
大
＝

山
口
剛
〔
池
澤
一
郎
報
告
〕）
と
、
そ
こ
か
ら
距
離
を
置
き
な
が
ら
も
、

時
に
連
携
を
取
っ
て
活
躍
し
た
在
野
の
研
究
者
（
佐
々
木
信
綱
〔
浅
田

徹
報
告
〕）
を
も
視
野
に
い
れ
、
各
先
人
の
事
業
に
つ
い
て
、
発
表
者
の

関
心
か
ら
整
理
を
し
て
も
ら
い
、
上
記
の
三
つ
の
点
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
て
、
近
世
文
学
研
究
の
今
後
を
考
え
る
よ
す
が
と
し
た
い
。



Ｂ
　
世
話
・
人
情
話
・
メ
ロ
ド
ラ
マ

司
会
者　
　
　
　
　
　
　

 

山
口
県
立
大
学　

木　

越　

俊　

介

発
表
者　
　
　
　
　
　

 

武
蔵
野
美
術
大
学　

今　

岡　

謙
太
郎

日
本
大
学　

佐　

藤　

至　

子

都
留
文
科
大
学　

加　

藤　

敦　

子

福
岡
教
育
大
学
名
誉
教
授　

板　

坂　

耀　

子

　

坪
内
逍
遥
は
『
小
説
神
髄
』
下
巻
・
文
体
論
に
お
い
て
、
来
る
べ
き

小
説
の
姿
を
め
ぐ
っ
て
、「
時
代
物
語
」
で
は
な
く
「
世
話
物
語
」
に
活

路
を
見
出
し
、
更
新
し
て
い
く
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
逍
遥
は
構
成
・

文
体
を
含
む
複
数
の
要
素
を
踏
ま
え
具
体
的
な
小
説
像
を
模
索
・
提
案

し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
根
幹
に
は
周
知
の
よ
う
に
「
人
情
」「
世
態

風
俗
」
を
描
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
の
方

策
と
し
て
、「
心
理
」
と
「
模
写
」
の
重
視
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

　

た
し
か
に
、
逍
遥
の
提
示
し
た
小
説
像
は
試
行
錯
誤
を
経
な
が
ら
そ

の
後
の
近
代
小
説
の
主
流
と
な
っ
て
い
く
の
だ
が
、
こ
れ
と
は
別
に
江

戸
時
代
以
来
の
「
世
話
物
語
」
の
要
素
は
、
特
に
大
衆
的
な
娯
楽
の
中

に
息
づ
い
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、江
戸
時
代
に
お
け
る
〈
世
話
〉
を
再
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
世
話
物
語
」
の
属
性
を
見
極
め
、
さ
ら
に
明
治
以
降
の
〈
世
話
〉
の
系

譜
を
、可
能
な
限
り
視
野
を
広
げ
て
た
ど
っ
て
み
た
い
。
そ
の
上
で
、「
世

話
物
語
」
の
可
能
性
と
限
界
を
探
る
と
と
も
に
、
近
世
の
俗
の
領
域
お

よ
び
近
代
文
学
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
、
人
の
描
き
方
の
根
本
的
な
違
い

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
江
戸
時
代
に
お
け
る
〈
世
話
〉
の
中
か
ら
、
人

情
話
が
生
成
・
流
布
す
る
過
程
を
例
と
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
重
視
さ
れ

て
い
る
も
の
を
探
る
。
さ
ら
に
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
〈
世
話
〉
の
あ
り

方
を
起
点
に
、
江
戸
時
代
以
降
の
文
学
や
文
化
に
お
け
る
人
情
話
や
メ

ロ
ド
ラ
マ
の
系
譜
を
た
ど
り
、
そ
の
受
容
・
変
容
の
さ
ま
を
も
考
察
し

て
み
た
い
。
同
時
に
、
そ
れ
は
日
本
に
の
み
認
め
ら
れ
る
も
の
な
の
か
、

少
な
く
と
も
ア
ジ
ア
圏
を
視
野
に
入
れ
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
、
な
ど
で
き
る
だ
け
敷
衍
し
て
考
え
て
み
る
。

　

な
お
、
具
体
的
な
対
象
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
歌
舞
伎
・

浄
瑠
璃
（
演
劇
）
は
も
ち
ろ
ん
、
小
説
、
舌
耕
（
話
芸
）
な
ど
が
主
と

な
る
だ
ろ
う
が
、
右
の
よ
う
な
問
題
設
定
に
お
い
て
は
、
近
代
に
つ
い

て
は
必
要
に
応
じ
て
、
大
衆
娯
楽
（
映
画
や
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
）
な
ど
も
積

極
的
に
参
照
項
と
し
て
加
え
な
が
ら
、
自
由
に
意
見
交
換
し
て
み
た
い
。

　

そ
の
際
、
以
下
の
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

①
〈
世
話
〉
の
特
質
を
「
義
理
と
人
情
」
と
い
う
概
念
に
固
定
せ
ず
、

こ
こ
で
は
仮
に
「
道
徳
と
感
情
を
め
ぐ
る
諸
相
を
描
く
も
の
」
と
、

一
般
化
し
て
捉
え
る
こ
と
と
す
る
。

②
〈
世
話
〉
が
本
来
的
に
備
え
る
口
語
と
の
親
和
性
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。
こ
の
こ
と
は
対
象
と
す
る
文
芸
・
芸
術
様
式
に
も
関
わ
っ

て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

③
人
物
描
写
に
お
い
て
、
行
為
か
ら
内
面
を
示
唆
す
る
あ
り
方
と
、
近

代
的
な
「
心
理
」
の
掘
り
下
げ
方
と
の
具
体
的
な
相
違
点
を
で
き
る

限
り
明
示
す
る
。

④
こ
こ
で
取
り
あ
げ
ら
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
作
品
群
は
、
予
定
調
和
と

い
う
陥
穽
と
常
に
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
玉
石

混
淆
の
中
か
ら
玉
と
す
べ
き
作
品
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
何
を
も
っ
て

そ
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
評
価
軸
の
言
語
化
に
努
め
る
。



Ｃ
　
朝
鮮
通
信
使
へ
の
新
し
い
視
角

　
　

―
宝
暦
使
行
（
江
戸
時
代
、
第
十
一
回
）
を
中
心
に
―

司
会
者　
　

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学　

染　

谷　

智　

幸

発
表
者　
　
　
　
　
　
　

鶴
見
大
学　

金　
　
　

文　

京

駒
澤
大
学　

近　

衞　

典　

子

大
阪
大
学
招
聘
研
究
員　

康　
　
　

盛　

国

　

江
戸
時
代
に
入
り
十
二
回
に
亘
っ
て
行
わ
れ
た
朝
鮮
通
信
使
行
、
そ

の
中
で
第
十
一
回
の
宝
暦
十
四
年
（
明
和
元
／
一
七
六
四
年
）*

の
使

行
は
と
り
わ
け
重
要
な
問
題
を
日
本
と
朝
鮮
内
外
に
提
起
し
た
。
一
般

的
に
通
信
使
行
に
お
け
る
日
朝
文
士
の
交
流
は
、
筆
談
や
手
紙
に
お
け

る
詩
文
の
交
換
に
依
っ
た
が
、
こ
の
十
一
回
目
の
宝
暦
使
行
で
は
江
戸

か
ら
の
帰
途
大
坂
に
お
い
て
、
使
行
員
（
都
訓
導
）
の
崔
天
宗
が
対
馬

の
伝
語
官
・
鈴
木
伝
蔵
に
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
一
大
事
件
が
勃
発
し
た

た
め
、
日
朝
文
士
の
間
で
詩
以
外
に
も
様
々
な
文
章
が
筆
談
・
手
紙
等

に
よ
っ
て
交
わ
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
事
件
処
理
の
た
め

に
朝
鮮
使
節
は
一
ケ
月
も
の
間
、
大
坂
に
滞
留
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
結

果
的
に
多
く
の
日
朝
文
士
の
詩
文
・
記
録
等
が
遺
さ
れ
も
し
た
。
そ
れ

ら
を
見
る
と
、
崔
天
宗
殺
害
と
い
う
不
幸
な
事
件
が
起
き
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
文
士
同
士
の
相
互
信
頼
に
裏
打
ち
さ
れ
た
深
い
交
流
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
背
景
に
は
南
玉
、
成
大
中
、
元
重
擧
（
朝
鮮

側
）、
大
典
、
那
波
魯
堂
、
木
村
蒹
葭
堂
等
（
日
本
側
）
の
優
れ
た
日
朝

文
士
の
存
在
と
相
互
関
心
の
高
さ
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら

に
十
八
世
紀
後
半
は
、朝
鮮
が
長
き
に
亘
る
小
中
華
思
想
を
脱
し
、英
祖
・

正
祖
（
朝
鮮
朝
二
十
二
代
、
二
十
三
代
国
王
）
を
中
心
に
し
た
新
し
い

文
藝
復
興
、
実
学
・
北
学
（
清
朝
学
）
が
隆
盛
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
脱
中
華
の
志
向
は
当
然
日
本
へ
の
眼
に
も
、
そ
れ
ま
で
の
夷

狄
観
と
は
違
っ
た
見
方
を
生
ん
で
い
た
。

　

す
な
わ
ち
宝
暦
使
行
に
は
通
信
使
行
の
み
な
ら
ず
、
江
戸
時
代
に
お

け
る
日
朝
交
流
の
問
題
点
と
、
そ
れ
を
越
え
て
の
可
能
性
が
表
出
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
幾
つ
か
の
視
点
か
ら
新

し
い
光
を
当
て
て
み
た
い
。

　

ま
ず
は
金
文
京
氏
に
、
宝
暦
使
行
の
際
に
作
ら
れ
、
通
信
使
の
帰
国

後
、
朝
鮮
文
人
の
間
で
話
題
に
な
っ
た
、
木
村
蒹
葭
堂
「
蒹
葭
堂
雅
集

図
」（
韓
国
・
国
立
中
央
図
書
館
蔵
、
日
本
で
の
本
格
的
紹
介
は
今
回
初

め
て
）
を
基
に
、
新
し
い
角
度
か
ら
の
ご
指
摘
・
ご
提
言
を
お
願
い
し
、

そ
の
後
日
本
側
か
ら
、
近
衞
典
子
氏
に
宝
暦
使
行
に
対
す
る
日
本
側
の

様
々
な
反
応
（
上
田
秋
成
の
『
膽
大
小
心
録
』
等
）
を
踏
ま
え
て
の
ご

意
見
・
ご
指
摘
、
さ
ら
に
通
信
使
行
全
般
と
朝
鮮
側
か
ら
の
視
座
も
含

め
て
、
康
盛
国
氏
か
ら
ご
意
見
・
ご
指
摘
を
お
願
い
し
た
い
。
そ
の
後
、

三
氏
の
お
話
を
基
に
会
場
と
の
討
論
に
移
り
た
い
。

＊
こ
の
十
一
回
目
の
使
行
に
つ
い
て
は
宝
暦
使
行
、
明
和
度
使
行
、
癸

未
通
信
使
行
（
主
に
韓
国
側
、
な
お
癸
未
は
一
七
六
三
年
、
通
信
使
が

前
年
八
月
に
ソ
ウ
ル
を
出
発
し
た
こ
と
に
よ
る
）
な
ど
様
々
な
呼
称
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
一
七
六
四
年
は
六
月
に
宝
暦
よ
り
明
和
に
改
元
さ

れ
て
い
る
。
六
月
は
朝
鮮
通
信
使
が
帰
国
し
た
後
で
あ
り
、
そ
の
帰
国

を
待
っ
て
改
元
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
宝
暦
使
行
と
呼
ぶ

こ
と
で
統
一
す
る
。



「
小
三
金
五
郎
物
」
の
変
容
と
特
色

―
江
戸
に
お
け
る
作
品
を
中
心
に
―
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「
小
三
金
五
郎
物
」
と
は
、
元
禄
期
に
大
坂
で
起
き
た
と
さ
れ
る
湯
女

の
小
三
と
歌
舞
伎
役
者
の
金
五
郎
の
情
話
を
基
に
し
た
作
品
群
で
あ
る
。

歌
祭
文
・
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
・
戯
作
と
多
岐
に
わ
た
る
。
現
在
ま
で
「
小

三
金
五
郎
物
」
の
網
羅
的
な
研
究
は
十
分
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

本
発
表
は
中
間
報
告
で
は
あ
る
が
、
小
三
金
五
郎
を
主
人
公
と
す
る

作
品
の
調
査
を
行
っ
た
。
本
調
査
に
よ
り
、
上
方
で
は
巷
説
を
も
と
に

し
て
金
五
郎
の
死
を
描
く
作
品
か
ら
、
二
人
の
心
中
も
の
へ
と
変
容
し

て
お
り
、
江
戸
で
は
二
人
を
紛
失
し
た
家
宝
を
詮
議
す
る
武
家
と
し
、

小
三
が
他
の
男
を
振
り
切
る
姿
や
金
五
郎
か
ら
身
を
引
く
姿
が
描
か
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

本
発
表
で
は
、
こ
れ
ら
を
整
理
し
一
覧
し
た
う
え
で
、
江
戸
で
成
立

し
た
歌
舞
伎
「
東
都
名
物
錦
絵
始
」（
文
化
八
年
一
月
中
村
座
初
演
）
に

着
目
す
る
。「
錦
絵
始
」
は
江
戸
で
小
三
金
五
郎
を
主
人
公
と
し
た
最
初

の
作
品
で
、
従
来
の
「
小
三
金
五
郎
物
」
に
は
な
か
っ
た
小
三
が
他
の

男
を
振
り
切
る
場
面
、
金
五
郎
か
ら
身
を
引
く
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
小
三
の
描
写
は
、
浄
瑠
璃
「
浮
名
の
立
額
」（
文
政
二
年
六
月
河
原

崎
座
初
演
）
や
人
情
本
『
仮
名
文
章
娘
節
用
』（
天
保
元
年
初
編
刊
行
）

に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
錦
絵
始
」
は
江
戸
で
小

三
金
五
郎
を
定
着
さ
せ
た
作
品
と
い
え
る
。

　

本
発
表
は
、
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
、「
錦
絵
始
」
が
江
戸
に

お
け
る
「
小
三
金
五
郎
物
」
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で

あ
る
。

『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』「
狐
の
四
天
王
」
試
論

―
『
狐
の
草
紙
』・
越
後
騒
動
と
の
関
係
か
ら
―
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井
原
西
鶴
作
、
貞
享
二
年
刊
『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』
巻
一
の
七
「
狐

の
四
天
王
」（
以
下
本
話
）
は
、
大
和
の
源
九
郎
ぎ
つ
ね
の
姉
、
於
佐
賀

部
殿
の
家
来
た
ち
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
る
怪
異
譚
で
あ
る
。
本
話
に
つ

い
て
は
、
先
行
研
究
に
よ
り
『
古
今
著
聞
集
』『
宇
治
拾
遺
物
語
』『
六

人
僧
』『
源
平
へ
ん
げ
あ
ら
そ
ひ
』
の
他
、
民
話
に
想
を
得
た
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

本
発
表
で
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
、
西
鶴
が
本
話
作
成
に
利
用
し
た
と

思
わ
れ
る
も
の
を
二
つ
指
摘
し
た
い
。

　

一
つ
目
は
、
室
町
時
代
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
狐
の
草
紙
』

と
の
関
係
で
あ
る
。『
狐
の
草
紙
』
は
、
楊
貴
妃
、
李
夫
人
も
及
ば
ぬ
と

さ
れ
る
女
房
に
見
そ
め
ら
れ
た
老
齢
の
僧
都
が
、
実
は
、
狐
に
化
か
さ

れ
て
て
い
た
と
い
う
内
容
を
持
つ
御
伽
草
子
で
あ
る
。
そ
の
影
響
は
、

本
話
の
み
な
ら
ず
、
巻
四
の
一
「
形
は
昼
の
ま
ね
」
に
も
あ
る
こ
と
を

本
発
表
で
確
認
す
る
。

　

二
つ
目
は
、
本
話
と
越
後
高
田
藩
で
起
こ
っ
た
お
家
騒
動
と
の
関
係

で
あ
る
。
越
後
騒
動
と
称
さ
れ
る
お
家
騒
動
で
、
越
後
高
田
藩
主
松
平

光
長
は
、
将
軍
徳
川
綱
吉
の
親
裁
に
よ
り
改
易
と
な
る
。
騒
動
当
時
、

姫
路
藩
を
治
め
て
い
た
松
平
直
矩
は
、
出
雲
広
瀬
藩
主
松
平
近
栄
と
と

も
に
、
越
前
松
平
家
一
門
を
代
表
し
て
騒
動
の
収
束
に
努
め
る
が
失
敗

す
る
。
直
矩
は
、
騒
動
に
連
座
し
て
、
姫
路
か
ら
豊
後
日
田
に
国
替
え

と
な
る
。
姫
路
を
舞
台
と
す
る
本
話
に
は
、
越
後
騒
動
に
翻
弄
さ
れ
る

姫
路
藩
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
本
発
表
で
確
認
す
る
。



〈
宮
本
武
蔵
も
の
〉
実
録
の
展
開
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実
録
の「
宮
本
武
蔵
物
」に
つ
い
て
は
中
村
幸
彦
氏
や
菊
池
庸
介
氏
が
、

後
の
演
劇
に
影
響
を
与
え
た
読
本
『
絵
本
二
島
英
勇
記
』（
平
賀
梅
雪
作
・

速
水
春
暁
斎
画
、
享
和
三
年
序
）
の
元
と
な
っ
た
系
統
の
も
の
が
流
布

し
て
い
た
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
筋
立
て
は
、
実
父
の
吉
岡
太
郎

左
衛
門
を
諍
い
か
ら
殺
害
し
た
佐
々
木
巌
流
を
、
宮
本
家
の
養
子
と
な

っ
た
息
子
の
武
蔵
が
武
者
修
行
の
末
に
討
ち
取
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
、〈
武
蔵
も
の
〉
の
実
録
を
調
査
し
て
い
る
と
、『
絵
本
二
島

英
勇
記
』
が
基
づ
い
た
実
録
と
は
異
な
る
内
容
の
写
本
も
確
認
で
き
る
。

こ
れ
ら
別
系
統
と
い
え
る
実
録
の
成
立
や
後
続
の
文
芸
に
与
え
た
影
響

を
検
証
す
る
こ
と
は
、
近
世
の
武
蔵
像
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
ま
ず
〈
武
蔵
も
の
〉
実
録
の
中
で
前
述
の
別

系
統
に
あ
た
る
『
兵
法
修
練
談
』、『
武
道
小
倉
袴
』、『
袖
錦
岸
柳
嶋
』

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
や
特
徴
を
整
理
す
る
。
そ
の
上
で
、
名

古
屋
の
戯
作
グ
ル
ー
プ
が
制
作
し
た
写
本
読
本
『
双
刀
英
勇
談
』（
玉
晴

堂
芝
誘
作
、
文
政
七
年
写
）、
講
談
丸
本
『
岸
柳
嶋
（
宮
本
武
蔵
一
条
）』

（
幕
末
か
ら
明
治
頃
か
）、切
附
本『
宮
本
無
三
四
武
勇
伝
』（
万
延
元
年
序
）

な
ど
を
取
り
上
げ
、
従
来
看
過
さ
れ
て
き
た
別
系
統
の
実
録
か
ら
の
筋

の
踏
襲
や
趣
向
の
利
用
を
指
摘
す
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
実
録
を
単
独
で
利
用
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
異
な

る
系
統
の
実
録
の
内
容
を
混
在
さ
せ
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
翻
っ
て
、
近
世
期
の
人
々
が
数
種
の
〈
武
蔵
も
の
〉
実
録

に
慣
れ
親
し
み
、
享
受
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

名
古
屋
書
肆
永
楽
屋
東
四
郎
の
出
板
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江
戸
時
代
後
期
、
盛
ん
に
出
板
を
行
っ
た
名
古
屋
の
書
肆
永
楽
屋
東

四
郎
（
略
称
永
東
）
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
故
岸
雅
裕
氏
が
、
労
作
『
日

本
書
誌
学
大
系
82　

尾
張
の
書
林
と
出
版
』（
平
成
十
一
年
刊
）
に
お
い

て
詳
述
し
て
お
ら
れ
る
。
永
楽
屋
東
四
郎
、
本
姓
片
野
氏
。
最
初
の
出

板
は
、
岸
氏
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）

正
月
刊
の
岡
田
新
川
の
漢
詩
集
で
あ
ろ
う
。
岡
田
新
川
は
、
尾
張
藩
校

明
倫
堂
督
学
で
あ
る
。
た
だ
し
書
肆
と
し
て
営
業
を
始
め
た
の
は
、
も

う
少
し
遡
る
と
思
わ
れ
る
。
書
物
販
売
で
力
を
蓄
え
て
か
ら
出
板
に
乗

り
出
し
た
、
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
正
確
か
ど
う
か
は
別

に
し
て
、
片
野
家
に
は
、
寛
延
年
間
（
一
七
四
八
～
五
一
）
創
業
と
伝

え
ら
れ
て
い
た
。

　

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）、
尾
張
藩
は
尾
州
書
林
に
書
物
開
板
の
許
可

を
与
え
た
。
即
ち
、
名
古
屋
に
本
屋
仲
間
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
以

後
、
天
保
期
に
至
る
ま
で
、
三
都
（
特
に
京
・
大
坂
）
の
本
屋
仲
間
は
、

「
売う

り

留ど
め

」
等
の
対
抗
策
を
講
じ
た
。
権
益
を
侵
さ
れ
た
と
痛
感
し
た
か
ら

で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
永
東
が
ど
の
よ
う
な
本
を
出
板
し
た
の
か
を
、
そ
の

藏
版
（
製
本
）
目
録
を
点
検
し
て
み
た
。
永
東
の
目
録
は
ま
だ
ま
だ
存
す

る
と
は
思
う
が
、
前
掲
の
岸
氏
の
書
に
、
文
政
五
年
成
の
『
東
壁
堂
蔵
版

目
録
』（
国
会
図
書
館
蔵
）
と
明
治
十
四
年
刊
の
『
東
壁
堂
製
本
目
録
』（
某

氏
蔵
）
の
翻
刻
が
載
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、「
尾
陽
東
壁
堂
製
本

畧
目
録
」（『
煎
茶
早
指
南
』
巻
末
付
載
）、「
尾
張
名
古
屋　

東
壁
堂
蔵
版

畧
目
録
」（
合
巻
・
人
情
本
巻
末
付
載
）、「
東
壁
堂
製
本
目
録
」（
奉
書
大

一
枚
刷
り
）
等
六
種
の
目
録
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
。





JR 松本駅「お城口（東口）」を出て右前方「アリオ」1 階、松本バスターミナルのりば❶「信大横
田循環線」または「浅間線」に乗車し約 15 分、バス停「信州大学前」下車して（200 円）、進行方
向右斜め道路向かいに大学正門があります。人文学部・経法学部・全学教育機構・附属図書館へは、
次のバス停「大学西門」下車が便利です。

会場案内図

会場へのアクセス

人文学部講義棟

人文学部経法学部講義棟

附属図書館
（中央図書館）


